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  参加してもらい、理科観察・実験指導システムの構築につい  (写真1 ファラデーラボ） 
て研究した。観察や実験を指導する講師は、兵庫教育大学大 
学院修了生の他、退職教員や大学教員、地域の専門家などに依頼した。 
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第1回 10月21日(日) 10:00～15:00   （第32回 かがくカフェ－里山の自然） 
題目 里山の自然観察               




    を見て,野外観察の注意点を確認しました。     
     
回 講習会 内     容 参加数 学生数 
  平成 23 年度       
第 1 回 12 月  3 日(土) ガラス細工と気体の実験 8 名 4 名 
第 2 回 12 月 17 日(土)  身近な素材を使った楽しい実験 10 名 1 名 
第 3 回 12 月 18 日(日)  音の実験 楽しい手作り楽器 15 名 1 名 
第 4 回  1 月 22 日(日) 電気の実験工作 半田付けで回路を作ろう 11 名 5 名 
第 5 回 2 月 18 日(土)  地形と地質を読み解く 岩石実物図鑑作り 18 名 6 名 
    平成 23 年度 合計 62 名 17 名 
  平成 24 年度      
第 1 回 10 月 21 日(日)  里山の自然観察 13 名 8 名 
第 2 回 10 月 27 日(土)   熱についての工作と実験 8 名 3 名 
第 3 回 11 月 10 日(土)  光の工作と実験 9 名 2 名 
第 4 回 12 月  1 日(土) 放射線の工作と実験 16 名 5 名 
第 5 回 12 月 15 日(土)  天体の観察と工作 13 名 5 名 
    平成 24 年度 合計 59 名 23 名 
    2 年間 合計 121 名 40 名 
（写真 3 畑谷池） 
（写真 2 講習会風景） 
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野外観察というものをきちんとしたことがなく、注意点一つ聞くだけでも初めての
    ことばかりでした。野外活動は自分が教師になったときに指導する立場になるかも
    知れないので、今後の勉強になりました。 
 
第2回 10月27日(土)  14:00～17:00   （第33回かがくカフェ－熱のかがく） 
題目 熱についての工作と実験 










第3回 11月10日(土)  17:00～20:00（第34回かがくカフェ３Ｄの世界－光のかがく） 
題目 光の工作と実験 











第4回 12月1日(土)  14:00～17:00      
題目 放射線の工作と実験 












第5回 12月15日(土)  14:00～17:00 （ファラデーラボクリスマスレクチャー） 
題目 天体の観察と工作 
講師 田中慎悟氏（加古川市少年自然の家天体指導員） 
（写真 4 レンズの実験） 
（写真 5 霧箱実験） 

















する体験ができるまたとない機会となる。そこで、院生に （写真 7 科学の祭典）














参加者の感想（CST 養成実習）                           





（写真 6 望遠鏡の講義） 
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することは出来なかったが、第１回 CST マスターに本研究代表者森本が推薦され、平成 25
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